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葬6蛎　世界の宇宙需発Y回際・豆油㌧

／　世尋の宇’雷阿発

ぐ／♪　米ソπよる字宙開発：の一幕需げ

　　　世『厚京刀の入工｛三星ズフ。＿トニク　／考が打上ヒドら2k

　　て三三ぞ初年雄て三界の縮二才支街，

　　は首確誰も加工嬉し回ったほどの二三弓懸

　　左i蓬いナ｝’てきた。　こめ間、ス．：工三星の才丁上げ’かぐ初めて　’

　　疹～思してから．／〈、類：のア｛面勇区i至γ：z至る　／〉・・50三代

　　め：字三三発ぱ表ソをi・中心どした宇蕾羨争がζ’．まだ、

　　字宙三三用の墓碇固めが著々Z進められた三期であ

　　つた。

　　　ゾ蓮ば／タ♂7年R初の．《工衝星弓打上げたのに，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　’続いて、凋浮に：だを三三した生’物・衛・：髪スフ。＿トニク　鴫

　　　z遷5歯打上げ’、また／960年1烈ま大’2頑歯鐵せ1

　　たスフ・ふ千ク・ぷ暑の打上献回収π虜回した諾

　　らに／タ6／拝’則肋・ガーノン蛇嫁せた鰐

　初痛耀遅ウ才ストク／弓打卸デ地三一
　　療せた．受して．鱗胴臆鰍スト，フ％

　　融ワ弥。フ腋頒回向ノ紛の穿雷三一ド

　　　　　　　　　　　〈妃δゆ

翌／9∠え，耳にはウォストーク3暑～’2よリ、9タ：靴

師三三三三、／963教ばウ採レク
弓隠リノ／列覇の鍬二三飛了ど、その矯責

茜一重：艇、さら1（ゾ’ンド孝エ星シリーズ“ててよって熱人の

肩三三三三1ナた。

　＿方、殊回はソ建よリ蔚4絹お・〈尽てノ9聲

年，にはじめて人工衝i呈：：〔フズプローラーノ彰の打上

げ三三隷危徹縮坐骨分野燭・煙
よゾ／年婬れて／96Z芽に初の肩人図星1め打上1ヂ

紀成回した。このよう看状況の劒・で、／タ6／坪に

殊デ秩撒三三緬国．脈御ナて・糊ぱ
ン960年べに魚（人綾を送り込むという冒漂面明

ら標した．こうして回廊款膜四鏡集嵌

／％・年べの糎，四劫縮フ0鮮エクドア

ホ。口言十画ユカぐ省まった。

　このため　／96／坪から　／96（三三疋か1すて、数

回の無入飛行実験ブド行わ・民／タ62坪／・耳の

・アヤロク8がらFは肩人め飛行案下の蹄泳λリ・

／96舛ク月つ＼確ア六・口／／釈よリ・x籾よ
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訂めて月撫足琳鰍た。ア畑計鋤ま／〃2

年勧ア和ノ場滋って御し三三探動
計6回行われた1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＼
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三軸如敬鰯67儲励一媚例嬢
図々一ざ一／奪厨衛星≠丁上げ数
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　一方、この浮華～）くにはごこのよう《ガ巨大有フσロジエク

トどとめK：．：国玉歯剥ヰ妾人々の生）呂に関聯てようと

する動きもみられるようにな？た。ノ9よグ浮め最

初の単寧衡髪め打上げ’め僅かZ～3坪俊の／ダ60

・手には米國では、気象三二クイロス／呂、械室痴：星

rトラン》三冠通三三エコーノ．鶏どの期

分野め衛琴が続マど打よげられた．これらは／％2

’浮の猛搭衛星テルスク＿、リレ＿、）則地衡星アンナ

／考、　／96三年め静止盈．～ち噺星シソ＝エム3呂、

ノタ66年め実用気象衛星工・フサ／琶箸実用衝星の

阿花へと継力ごつていった。ゾ漣においても　／965

年に初め二三緩乏ルニぞ1一ン三差打上げ、テレ

ビめ轍正風鮪／タ6舛から茱甫㌔1
象衛星ヌテ才＿ル姻打上ずらフuるようになった。

ω　里国飼発の進展∠国際化

　／）野際揚調の動き

　　　そ轍での順何ゐ恥しい箱観欝1押

　　縮言楓壇練よってイ祉持択打儲渤ぼ

　　国漂・励力め4）どに協澗してこれ蕊進めてPく動き

　　　　　　　　　　（をズ2）

カ〈ツ舌『発どなってき≠i…．’

　三三は：ア未。口汁画）ズ後め宇’薗計画（ホ。ズトアホ。

▽計画）雄める編たり・蓄圃ぺの参加呼跡

げ茅行い：これに這えて欧州早宙三門（、ξ8ハ）

氷．スペ，スシ々Dレに塔回するズベ・一スラブの

三三匁まちカナダ承スペースン々Pレ’の付属

激番の繭発歯行うこ：どと：なった。

　米ソの同でも、／タク／坪／見宇蜜階下応用

の分野Rおげる楊弓について広範な討議即行わ煮．

その三三．月サンプルの姻亙菱換、＊国一〉岳〉羊タく置

旧＠・oハハ）Yソ蓮気象右zの痢の気象デーダ

め三三、宇宙叢境γミ対ずる人阿の三三K冠する医

学デーダ絞換篭訓まじめどするいくつかの分野．

γこお・げる協：々歯エ笙める搦是かぐ｝銭回した．その後も’

／タ7之年ま月惚穿宙室：何の三二と利痴3薗する

米燗嘱力縦縮齢・物畷×してアポ
・σ，ゾユ∫ズ実鹸計颪賦ノタ75年7釈（行われ

焦初働硬三国三三物ズペースシ々

拍レとソ塵のサリュード軟重科字ズテーシ耳ソ∠

ζ4，忍）
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紘顧る三三三三について醐温
言寸力ぐエ隻められている。

　卵卜rでは軍〈から欧州各帥ド共同で、宇宙醗

継痛熱噸ん湿り、．糟娚三田矯共

同で行う欧州宇密研究織構俵岳マ。，波ぴベエ

衛望打知デロケ・・トの醗を行う欧測ロケっ楠

勲鞠湿・のか／紹Z恥らぞ’黷ﾅ綱
〉書劾志エ珪：めてきた。

　こ承ら両機三三三三的1ご解洗さ凝，／タフ禽4

爲に新だに両着め活動歯総・合的1で行う欧州宇宙機

照（石8冴）￥して発足した。石8ハでぱ紙筒。

打上げ馬ロケゥドアワアンの窟発、有人宇宙轍

敷雄スラ効醗・そ磁羅の辮衛星・1
実用衛星の両三葛ノ了っている。

　宇宙痴発力ぐ本来持っている国隣ミλ主から、地球三

襟物縮醗劃㈱逸でい’る1世纏
信規・・ける．インテルナッNま者祈報郷

1庚めめもとR発足し、運営されていた狩ぐ、／9ク3

年からは榎久蜘な制凄の輸どに醒再三取るように

汐ノ穿）

なった．インテルサッ下湯剥用kた通柘は’耳々落

回してお・リ、弔～マの百常生活γこ不可欠なめのに’な

ってきている。　　　　　　、

　重欧諸国1（：おいてぱ、ソ塵力ぐ中心・∠なって世界

的な猛信網毒血ζ〔〔し唖財する∠いう．インタース

プ》一トニク計’画力ぐ！蓬めろ承ている→莫謙で’ある。

　う迦：珠’大：気：γこ肉する面識を飛・躍侯1に面訴させ、大

気大：指媛の機構噛究明し、気象予報め精蔑右回上

させるたぬ世験劉鋼（噛・）と面際斬

建合・会議（Zご8乙ノ♪かぐ4勃：カして7『了う地球大気盗

癖計画（釧たP）も樹亀れている．

　こめ計画罠ぱ教が’回も参加し、♂掴の辞去衛星．

極鞭衛星2シワーズ、その他雨漏・綿雨池リ

カノ・ぐ吊し、全唄セ珠’観）則システムの雁：立茜図ろうと

する葦茅／〉タ（（7／｝尺ノつ全・跡ミ実：験（ノ〔φ・（テ石）こも含ま

凡てお・リ　／97ク年から回忌されている。

　このような各種の出際・励灯力ぐ進められているな

々・てへ圃壁は、公認室前素面u用頽会が、

／9ご9年γ（殺置さ氷、三和目鮒のための穿宙室

r4〆）

・
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　　　　ス　　　　　　ほ　　　「　　　　　∵

周の探査旧び濫用逸発展させるご∠かご全人類ゐ共

通の山雲であるvいケ認識のもどγこ、科学面及び

底痺面かう国際砺力に湿する広範を蓄議が行掠

てさた．

　司委員会でぱ「耳その地ゐ天イ窮含み穿宙空回

の塚査及ひ割用泥ふナる国家活動老ぞ率マる原則’に

縮鮪（縮葡）ゴ摘記士の三三■
宇宙飛行士め二二茨び宇宙室二二発射さ舜犠物体、

の返毯K：肉する楊表〔二二医螢蔽淀）↓　「宇制勿

体淀より生ずる損．客め國際的賭～二二圧）で回する糸、

蔚（種審旧債条約）ユ　「穿宙室向に発的された切

体ゐ登録淀肉する象釘（登録兼釘）ユ歯作滋し、

ぞ｝面ゐ・）著・二才比♪三三でイ寸L・た．．これらの；条ぎ勺＼ノ協症は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　過

現在、拶回旋塵て、い熱田勲ている。（

裁が劇はこのうち縮舗旧藩剖

宇宙室三物利用委負《で1媛三河の三三

源阿題箸を含めた月条約案あ回議、直巌三三三星

ζζよる放1迭の三層際同・の河差蜜、賛源衛・星r～よる賓源

髄mいて三三の藤鉱醐、才三巴

‘り6）

　地から蕃議しており、宇歯の三和的課査浸ぴ利用’

　の推毯：著図っている、

二～）三門和『用の発最

　　三星歯・〈〉しての回際通ノ乞・気象衛星からのデ’戸

　夕齢茜用した天気予報有ど．享街簡発あみたらす

　恩恵は日常の生活に欠くべからざるものになって

　　　　　　　ノ
　いる。

　　荊勲下下酸よう礁衛寒による卿漂卿乞に

　インテルサ・・卜按構氷蜂営してきており、その剥

　用も老実終伸’びてきている．このだめ・インテル

　サフト衛彗iについズも、メ（型吾性能北が薩げら肌

　／個あ擁了星首ワの電話回線数も首切【のえ女。回旅

　ヵぐインテルサ、。．トπ，A系で三三さ敷て＼へる衛三一

　で1言，6バク〃ρ宮線に竜門え二てpる。

　　蜆をでは二野ご＋分に蒲熟れて、Aる蜘兇であ

　ワ．♪らに大型のインナ）しサづト暢予備髪の訂

　上｛糊計鋤れて・、る．また、郵樋イ葛た＾（哲な

　く、町回やカナダのよう看広大な画土を有すると

　ころでに画樋名1抽纏鵬シスデム挿桶

（4アノ～

：：ご

l
l
l
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している。

　外回放送研

　／↑、
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　　通～訟社地
　　　　球・

断放胴

圏
團
図
］

諸
、

　
！

＼
雪
編

感　
　
　
　
臨

／
繭

富
鵡
欝

　
　
　
　
　
　
々
）

山
ロ
衛
星

猛
傷
前

笛’

川
…
吋
W
轡
＼

’
：
，
，
患
幽
刎

，
　
｝
＼
＼

、
、

、

ξ

μ
闇
残
品

年
三

点
幽
轟

図え一6一之　画言衛星のしくみ

鰍樋福破めに感糊がマリサ旧離

姻即げ紬鋼饗している1懲罰蝿
一週の蘭舶の利用挺～b供：しているびまた、欧州三

三機関（墨黒踊悔樋伽勧の衛聖
頂「・ソ・ソ装打ち上げ’る計」劉装もっている。

画際三線、画際海三三機構（インマ；レ御

rD蝦無て、全輝蜘なう三三，塾ステ錘

つくる｝旧きカぐあり、このための政，！府何会議9 ｪすで

ζり8）

マ．3回勧れており、／976年9答の第3回冒

の政行阿会議において機構の設立のための条約が：

徳恵されち・栽駅國ぱ・癩油団年8冒・このイ

・ンマルサシ隊約R加盟した。

　一方日航室：機ど地上どの受花；の養め、航室1箭星

工徹サつ‘h楠上暢計郵雨漏固め予算
の嚇で・中断さ淑ている状況で（まある加計、

カナダ、欧州の協力のめどに進められている6

　気象分野でも緬娩象縫ノアからめデータ

か’天気寄報マ・利甫される著実用イヒ姻肇・ぐでおり・

前虞の、とおり重にこれま全世写鮒な規換のもどに

気麟径茜前駆した鍵厨シスタム左整備し、他

．球’大気て蘭ヲる知識ま飛躍的Kコ湯壷させる地：球大

気醗計画げ4即フ次進め繍魚・る．

　あ文感の分野でも衛妥を利甫して地咳受イ畜’あるい

は直按受イさ送行おうとする勧きがある。カナダで

ぱ掴》協力して／9％卸亜イ諦斯4羅（ご

認満打上げて配点鋤ている1ま姻掴r

の応用技術衛星A7碇い68はインドめ約乙0∂ρ
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の村へめ教育テしビ三三への三三実験に／年三に

わだ．ワ利用回れた。

　弛球’観1則の分野で・ぱ、＝米回｝でお・いて／タ6春）年

膿務省択崩囲回れて三三葎了勤らめリ

モート・センシング瘡報の地球資源管理、環糖保

全・等への利用の可能淀について研究遠回趙した。

／秒∂年下Xって．三三補蜘三三醐

とする地球観測衛星ラジドサっトノ暑からGξを

』すでに打上げ’、多大：の）三三を収：めている。

　：コの三星ポとらえ’た地球観測データね：、米国装

は｝じめ、カナダ、イタリア、ブラジル著の地上局

綬～三三こ脳鞘げるごとによって三三

．ρ蜻翫・縣の鎌状況の三等のため嫡1

鋤な構三曹得ている．我力嘱も‘3年勅三三

めざセランドサ品世縮三品三哲晒

　発二上風で碇のような箱救三三i涌する

勧さカぐ：最エf〔蹟着：て一ある．

　イントハ不シアでぱ．圃内Ψの多教の島々の問め通

落擁保するのに通徹纏によって，教藤

ぐ43～ク）

　しようどしてお・リ．この・ため／タ・ク6年ク月、通

　イ葛ク葺「r星ノマラブぞ／考、　／タク7孝3月に八ごうノ＼ご2琴

　茜打上げた。

　　アラブ’諸声も’墨画向の猛雨のために、／タδ｝／

　坪に彊了星茜才丁ち上：1’デるこどを測定しており．また

　：広大：有恩土ま有すおフ“ラジ’ルも／タ（弁え年頂に通

　信衛星を才丁ちギげ’る計画を～6っている。

　　このほか石ド、イラ払チリ、ザィの偽

てめランドサワ腱顕～謁縫言鄭るこピ尉

　画している。

3）新しい宇宙輸送め万代

　　迦嫁ど穿宙ゐ舷緒、3ぐ／920荊ゼめ新しし痔

　宙輔迭システムどしてスペースシマトルめ爾発が

　現在煮国で進められており、／触。年から灯用

臥る艇瞬っている・この、ズペ’ Dス派トル

　の鍛も招きな特選1は荘来型のロケ・・トと：は異なり・

　再下町刎可能で、地球と穿雷の離何回め繰唾

　して住覆するどいう点にある．荷牙勿室く’カーゴ’べ．

　君1マは蚤：；K30トン程侵まで・oペイロード（メ・

ご女£／）



『圏翻圏圏

ま衡髪などめ搭載荷物）訓茗恥し、高1箋約2〃

～k勿zから／／00k尻に3里璃更で＾きる。また∴一概

の狽掌着著歯含めた人勲搭衆さぜ懲了さ悩

みで、衡ii巽の打上げ’のほかに軟：直上の人工衛星の

チェ・・久伽蜜回収蕃も可能になり、また薙

担首着茜棄せたままズペースラブ（宇密実蕨厚

志宇宙淀蛭んで無重力、眞空下での鱈料実験、ラ

イフサイエ’ンス実験黒塗実施したゾ．大型宇宙淫

遠鏡繍’上げた・入修鋤ため数上踊ち）綿た

12’するこども可能按なる。

　ヌ〈3一スシヤトルは、図2一ざ一3めよう惹悪

戯になっており搭衆員及び’ペイ．ロ，ドぱ、大委さが

D6－9型餓室機程度4）オ，ビタ＿・π塔載される1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喚　　4
橋本酸素／液体・縣茜燃料とした3機のメインエ

体ロケリトフ㌧スク＿ぱ灘え○き、分瀦さ淑、そ

の償メインエンジンKよリ上昇蕊続け一、約陶60分

後エンジン忘肉．止し、外部タシクを切ワ離し、穂、

ぐ紐～）

疎歯回る軌∫宜γこ〉ぐる。　このう易含・、　分・雛さ才・し≠三固イ本

ロケゥトフ㌧系クーぱ洋上で回収さ取、薦使用を

回る．朝重虹で薇のミっラヨン謎4了しち彼

才一ビ1クーは鞭を離≡れて大気に再奏〉＼し、グ’ラ

イタしのよう噺劉て祉げ三三くの滑走凱

着醸する。

　着薩後は、2蝿弘め整橘を掻て再び打ち上げこら

／＼夢こ／ノ

図2「6－3
荷船劉で人工衡髪遍著幽した

ス：ペースシや下ルナービター

ζ嬢）

阪
9
1
焦



　　　　　’　　　　　篭
　　　　「　　　　　，　　　ド　　　用　　　　　　　　‘

　スペースシやト｝レ木到遵：で登る喬震1よりも更に

蕩畷の静止軟影面への裾行は．暫分沁め

＼コケ＝ゾトの上援妄改戻した暫走上観（ノ：しノ，∫））ロ

ヶっト笥：志ンヤトル絶搭載していって、これによ

って行うこどとしている。

　このような新しい油送システムの実畷によって

宇宙活動1まよリ是常的なものになり、字宙活動ポ

入マにとって・郵り耳迄かなものになろう。

4で♪　：宇’蕾にお1ナる活動圏の拡大

　　べ、類の活動圏芝拡大し、その可能4生め拡大を百

　指す有ぺ宇宙飛行層ば、ホ・ストア木。口め崎ぞく畏〉＼っ

ても・著実礎め練乞ノ973年5恥ら1置

　わ沢だズカイラプ計画でぱ，虚心の宇宙ズデー6

　ンヨンの弼発1匂虻要惹各穫テ㌧タ歯収集し謁くの

　観測料画定験彰｛Dどとセ）に、字宙蒲在日蓼；84

胴という記録姻虚した．／タク5年に行継

　た．．ア木．9ロソユースr実験計画で（ま、＊：ソかぐ別ズ～に

打ち上げ縮嫁勧轟ランデブ汲びド＼，妙

　グさせ、東狙員の，：掴」灸移雍、宇宙科津、生医掌

　　　　　　　　　ご妙タ’）

応用実験著を実題した。

　さら1セ、前回めスペ謁スシ々トルてよる新しい

三三輔送ンステムぱ、宇雷室向での駐料実験、ラ

イフサイエンス寄の実鹸のほかに、将来の宇宙活

三方め＝三三∀回る三三ステーション、宇宙γこおいて

太賜エネルギー茜収集して電力を発まする宇密発

電所どいった六三漠構造物を三三空回｝（三三ミする

う之γミ．またメ、両かイ）・在する穿雷活動に大さな導

き蕊するめのど三三1Σれており、こ釈までの三三

三三の室尚釣拡大R加えて、活動内曹，容の費的な拡

旅も大きく寄与する吻ど期特されてし、一る・

　また．三王菜圏嚇を脱出して、金望、三星ごフ1く星：答

の怒髪塚査の計画も蜂められている？

　景筑惣ま／タ7‘年／・鳳・雌め採蛮機金星

9老、　ノ0暑かぐ金星の表面「・こ軟看γ回し、表・面大：気

の遍震、圧：がかrそれでれ女66一・o・、92気圧であ’

るという漫q是裂ヨ：i寒をi藍イ葛し騨てきた。

　米国では／976芽ク恥9耳にヲ淫12バイヤ．

ング撚雌三三ゼは肋て火星表勧副象

ぐタ庭〉
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／97｛ク　　　　　　　　　　　　／9♂〃

米固の有人宇宙飛行召画の椴移

　　（妙の

ノ〃

」
鼠
團
署

デ㌧ク面輪っオきたほか、生物の存否盲旛認・する

実敢歯ばじめ，／3頑’日の実験氷進められた。

　まだ、観）則の範囲茜さら？（：拡げ、木星及乙ヌ’土星

の大気箸1てついての研％を行うため、木星、土星

装フライバ’イするマワナー木星／土星ミ・っシヨ・ン1

（フk“イジマー）が、／977，年2、9耳に打ち上

げら取嬢多’数のブローフ“×衡髪で金運の研宛書行

うノマイ才ニア金髪ミッション誉力ぐ計画：さ1れている。

マ、載ひご画における画際砺力の椎嫁

　　穿宙前発は、弛球を含む広範な碩感がぞ寸象∠され、

　まち、常℃最新の科学技断v多綬の二子が1送要どさ淑

　ることから、桟かご画は、従家から）知て示すYむりゐ楊

筋緬錨じめ面蠣臥の向で、骸、礁齢、

　その他め國際機俵1蓄を盈じて三三回して1きた。

（刀　二國画協力

　②　米画YO輪回

　　ノ）才支術襯力』

　　　　栽駅画ぱ宇宙湘発三権進ずるに哲たり、窮～かぐ

　　　　　　　　　　ζ4況フ）



　　　　　　

画の縮飼発源縮早起、2葡～しまた峨噸

　の歯噛湘発苫劾率的て結進ずるためヤ（米囲どの三

編おいて照和女女寿ク月、「三三三三に回する日

本倒どアメリカ含象回》の同の煽力く渓1する轍

　文」董：取り安わし、これに墓ゲく技術働力を軸．と

　して進めることによって、両国画の密旧記庵協力薗

癒玄武溶しできた。両画では、皐醤1領発三三首づ

　る・宿意職質によるNヨ未宇宙・会議を朗高し、三三理

・三論馳るくぐく努が飢てきて、、ξ・

　誌面宴の協力は：、荊記の交峡公文によリ飛薩釣

　に進1み、この斐換高湿によって：我かご回の々／ロケ・ソ

ト即各鍬エ衛星の痴発i噛げる疲卿三三

評点され、ま痴痛ケット承鯉で認る1

ん！，∬口『ケゥトに・孫るめのRついてめ、冒石和5／

　坪ノ2忌めU上書の支挟によリ協力体制が誰1立さ

　れた。

　　難まで面一公文箸礎ゲいて約3・ク／キ

め枝術蔑び檬巻か『＊國かろ堤茨さ♪Kてむり、誠が

　画の穿三三発計画め）偵調な進屡に丈いγど奇与し

ぐ三三）

いる。

万）ベェ衛星打上ヒ：ド三三

　　三三画は、照和5フ茸度｝2静止気象衛星（げ〃

　8）、実験甫ウ容量静止通イさ衛星（ご8ク、実予習．

　申理放送三星（お8♪の3衡星を訂ち旧くデるこど

　γεなり、この打上ヒドかご栽かご画のロケ＼フトの詞溌；に

　先行して特≧（！察忽、で要講さ牙てたため、米国ヒこ打上一

　骸依頒．郵こZどし乱この3衛星打よげ依頼

　に首うてば唄石和三年銅に日米の正文府画で「

　宇宙三三事業団の静止気象衛星、実験門中容量静

　止重侶衛星、勲表而三型放送衛星の打上魑げ計画の

　三三劾醐するヨ本風政膏ぜアメ・ノカ含矧

繭と三三搬匁氷取回わう・1確・これ

　はが7祷／・月眺酬た緬のニクソン大

　統領の人エ衛星の打」二げ接肋政蒙℃碁づく頂本か

　らの磁寅であり、この女模公文氷徽9女わされた

　こ躍よってよ記め3離の打上げ糊三綱翫

　室穿衝局（厚ん8ハ）姻縫供するζと惣なり・サ

　』λ／、9は照和紋年ク月圏、ごぶぱ同年ノ2月・β8

　　　　　　　　　（妨9）

罎



、1

、7■ @ゆ

は噴召和6國3坪・三月畏でれで，牢t）戎エ三三に打ち上げら

れた。

〃）スカイラブ計画への参加

　　米國は／タ73寿5一月挙薫科掌てテ，ションズ

　ガイラブノ考を車九工重上、に打ち上．げ’．同ステ，シヨ

　ンめ宇宙癩智歯ラ試用し羨実族計颪’穿ちスカイラブ

念十画左門豚各麟に公募しち。

　　こ熱に対し、栽か。回’は：科学才支㌶了行金属わ〔・料妓行

窃％濟二三ぐ「無蚕がi隈境下にお・けるシリコンカーバ

　イト悉ミ北回復・合・楼・料実験三一芝…もって参カ回した。

ノレ）スペース涛Dレ計画への蜘　　　｛

　　櫛・ア和計酬矧酌律ス嘱

ムであるズペース沖トル計駅馬G）2これ雑

　進している．

　　糎は洞計画雄進ずる噛たり世思翻へ

砺噺力栖拡嫉撫瞭もヨ碗好年（

　／9’70年）馴紹8ハめペイン長官加来旨し、

色タリ

参、加の要言蕎茜グ了つた。，どれ亥受1ナて1宇菌煎発委譲

会は、同年ク月、2ボ）ストアホ。可計颪懇談会噛設置

し撲1討玄行った、1司7懇談会ぱこの倹討の緒黒創三

和女9坪5百に報告しちカぐ、この中で・参・加協力に

ついてこ栽が回の国内計画ど＋分な調整芸図りつ

つ、スペ，スシ）ぐトル、スペースラブぎ使用して

行う蒼種φ超：副．実験等にお・いてぽ、それに1蛤要

なサブ・システムの三等三種的晦加していく方

針・歯示した．束末大琴早三振望研究所ぱ、昭和女9

弄（／9ク婚）からAηP8（三三磁気圏

及び穿三三向のフ・うズ『マ観翼り）計画に参加してお

り．ごの奪かで・、諭〔子加逢装置逸甫いた宇宙斜学

実験（8だ用父ﾖ鹸／沢スペースラブ“の飛行

τ2お・いて行うことになりている♂

の入工衡蘭灯いた購瞭源探査（リモートセン

　シング）計画への参ガロ．

　　米国は、・／97z年ク月’1（地球断面吉人手衛星

　から遠隔塚蟹行う弛球麹1イ鰻（f尺τぶ／考．

撹をム酬08八τ罵と賠）を打位〔ナ’・世」

　　　　　　　　　ぐ4，％）

1
総



～玉聖 S

　署老ド画へこの衛星で取得したデ弘クめ解三三研究へ

　の参．三三をワ乎ZN（かげてきた。弔～カぐ匿いま、これに先立

　ち／9ク。年んz）可．科三枝所庁研究調整局・にリ

モートセンシング）2〕二連する省庁及び大学の研究

看よソ有る。資源衛髪データの判籠藪三三魚する

検討会・三三し我が面の判読技窺二三の翻

方針’著の検討を行うどともγ＝、米國の呼びかげに

、三三回するテーマ嶽討し「躰の矯ナ箆変イヒ

のパダーンの調査ユ及びヘヤ三三気象・♂期モン

スーン雲降三三セの研究」，めZテ，マてい／タク4坪

丘参加しだ。

　そのク菱∵／9ク3年から／9フ5年に姻ナ緬

の：有人穿街功自：、スカイラブによる地：球’齪：測デ1タ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醗

を解雄研究するF尺石P計画へ我が国は・日勲

…圃嬢動ヒ・マターンの調壷ユ「三三漠気象、三三

ンスーン雲・降警地め所知獄太づフク三三

，・苺ｨ纏へ嬬駄舗て」めテーマで琳
参加1した二

　また、／タ7♂年力・らば、同銅／蘇打ゆ

ぐ・媛～、

げ悔ン・く、挺二／《ノゼZ）3ハ7一一2弓のデータ夢四丁研

究する超〃08ハτ戸∂∠∠∂レγ一〃／ソ！計画へ．

子忌国はr日本志州変北パターンの調奄のテー

マてぜ三三て「し、　ノ5）ク・．（ρ年／丁寄巌看冬研究轍ぞう歯提出

している。

γノ）その他

　　以とのほカ・．∫チルてタ辺、ンンコム三三

　め通楮衛妄に照する実族／噺．かや米下め気象衡星、

測地衛星の共同剣甫あるGは我嘱の人勝窪，

打上げの劇掴から耀の野望箸才軽々な．

　面で、米画￥4）直1に・剛力計画かご実施されている。

匂爾志初脚
　ノ♪欧州穿宙綴肉（ξδ／へ）どの砺力．

　　　我噸は卿馳の三三の分野での棚が歯犀

　　進ずるだめ、宇宙計一画学は『じ’めその池科亨枝’1灯構

　　報絃序するご欧専門家の〉縫子ク了ってい∫くこ

　　ど、三門鳶じそ三方あ職責による会議蜘1粥

　　るごど箸・について取り来めた宇宙霜発1〆噺カヤ（：菌す

ぐ4カ）



る3ξ狭公文を照和47年ノヌ恥（欧州宇宙研究綴

講（f叙・；理在の欧洲縮三三（π8掬の

前回）どの’両で取ワ交した．

　廻在この交瑛公文ぐ基づいて循嗣発の三四

ゼチ爬rコンダク｝・ホ。イント亥〕逢めて、・回報交；峡志進

めているほか、一轍直『1宇宙簡発政策浸び奴方π蟹

授有．協議二二藷さ熱る分野質蔚する牌題1⑳いて

一砺議するために行政宮Rよる会議茜藺俊する等め

協力を斤っている．行蔵官会蜘すこ才ほで／（姻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
T定旦ってぞ丁われた．照和女、P年／o肩Kは’、ディ

ンナスピラーZ…8尺0言干頑ノ弓張，行を螂え苛／回

会議鯨京で三下じ、回報交換薯ヨ本証3忽

何の’協力の促進：答について働議しち。　　牙Z回’，
　　　　　　　　　　　　　　　・一　　　　　齢
会議は昭和♂0年ク灯，にギ’ブソンr8ハ事務局技

一行を豆巫：七再二びこ東京で・閥マ糞し、科斥分野で・のイ勅ガ・

ズペースうブ’め刊解石8Aめデ毎郭纏マロ・ノヅ

｝でついての日本測の追回ト・賜力め可育セ性一等について

協議苫弱った．詔和ず／尊／2頁1でば、ノ左回三

門赫縮一行尉3回会議のた媒石8癖1

ごタ・9ヌン），

部を訪阿し、石8！4の三三衛星マロ・ソ・ソ4）追跡・に

霧1ずるイ易カー及Zメ鴨｝芋雷科1学分野め’協ガについ．ての

栃議溺了うどどもにスペースシやトル、スペース

ラブアワアン寿につドて臆見放懐嵌・詔

和∫3芽4肩1（は．バ’ソ’リーヌ：f5’ハ着陣局辰

＿行を麺て、苛4ぐ回会議暦学京で嗣志した。＝：の

会議ヒおいてぱ、麟．珂A男方の宇雷酬う呂

一鋤め三伏浸ぴ’将来計、画について葱見安換を行っ在

ほか，地’?ﾏ測衡’星の共同測用並び1く：斗星デ’一鞭

の旧格砺が寿の司一能性についてイ励議・した．また三、

石3肋・ら栽が回に対いス〈匹スラブ利再矯ミ

参カロの呼びかげカ・（あった。

　一・方、・照和女、P坪3月．には宇宙阿発汗貨会’グ・

W〃バホワカ＿欧州．宇宙研完機溝（f5・尺0）亭

ヨ三局三二び7一、、A．テいインケ天・ピラー計画局長

甚招へいし、穿宙分野め協力め可熊｛生等｝で？いて

．意見責換芸行った．

〃）　フランスZの協ガ

　　ラランスZの協力ぽ、従来一搬的回報交挟。調

　　　　　　　　♂4メ）

昏
、

貞

’
～



、，　　　　・

一団治め往来留賀つれて釆た．昭和女9年3肝

三三三三豫会の招へ三三ワフランス国五袖解

発センター（乙・γIF，∫））のレヴィー総裁力て来日し

載が回の穿宙序険：阿俸着Yの会談を行った。これ

らの会議答を碗じて、どく癒フラヴス氷Yセにγな

って痢発茜進めているr、yハのアリアンロケっ／

に’A回するナ莇力についてフランスから才三三かぐ行われ．

この才是柔苫受1ナて日：本～則で’は協力しのぞ寸／芭・｝（：ついて

横討を行い・将来、三三画で。大型ロケっト三

門研聚め僅渉状呪董みてさら淀検討ずるこどとし．

た．’ @　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
まちフランスぼ、掴の嫁三三檀ズ■

データ：茎収・潤するため！でアル：ゴス計画三三甦：して

いる三二剛畑瀬回し・痛星輔縦の
たあたビーコン局を蕉京大津東京天文台堂乎三三

酢（埼モ県門剰鳶懸し、傷力去行っている．

〃ガ　面ドイツ’どの備力

　　面ドイツYの搦力については、従来数回の纏

　　　　　　　　　ぐタタ♂）　・

会談及び引田象塗購等が持回れその三三葱昆四三．

ノ｛青報麦；喫著行ってきた。’

箱胴発委員会め招へい、1（応じて窮和♂／三

月、セ西ドわフ研究技三省ナ5局ブイソケ局辰一行

旧来回し、同委三会。政府三界看等どの’会談玄行

った。会談でぱ．．一搬的寿・単物の斐挟噛三三する

認工合葱さ樋とと採、将来の宇宙協力田

独科‡弓術筋が一定のもZで行うこど書生討ずる

こどが合意された．同舟6琳閥薩飼灸た騨斜

，孝救野合病委負会）（おいて宇宙分野の砺撃墜上

記揚力・・吻定の下で行うこどえド合葱されるど共に、

凸面ぱ、門燈蘭の是期刊行物・発刊物妄中心に備

鞠礁鮪うこ巴戦さ糖．勉この1麓

紀基ゲき各種学報の安懐が4了われている。

／レ）　イタリアどの出力』

　　イ9リアどの阿では詔和好年女’再、イタリア

番研触議め楕醗弓長フ乳ソピ教授一デ三

面錫箸序品備の二面練て筆・
　また唄翫ロ三年β見浮三瀬発委三会の招へい

　　　　　　　　　拶ンブ

婆
「

‘
～



レ’

　　によりプロリ読・ローマ大字教’授一行3右が床日し．

　　糖ぐ二物蘭づ豪着ど会談まめち、穿宙　醗分野儲

　　げる葱更湯換噛行’つた。引き続き♂2年ノ2月’ジエ

　　ノアで圃礒された猛雨衛星γ2劇するシンポ。ジツムζ

　　痴咽穿事商除蕎氷参白し凝イタワア砺媚・

　　痔に応じて稲和♂3年忌胤率諒闇面訴負謡扇ザ

　　ア図愚訪’阿し、宇宙蔚発分野での百伊’協力淀ついて

　　会談玄行った・．　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

⑤カナ賭との励　　　　　　1
　1）カナダ’

　　　昭和42．年2耳、ガナダからギレスビー科学才嫡

　　姫掴長とする虚報欄蜘が淋し調轍．
　　術め藷分野にお叔ナる，わが・画どの価力の可・能画図調査’麟

　　し≠…。この一雨と：して雨音盈～葛、航4了衡二兎、リ毛1

　　トセンシング舐箸の亨宙分野についても意更嶽

　　一ηぐ行わ取た・．．また昭和突2年3耳にぱ、ご8、βぶ．

　　卿8の枝侑導）＼のための各即実情調査を竹）実｛

　　礪幽姻絢叫た．．，　　　｛

　　　前記の科穿装三二壷団の来日め際の臼加共同

　　　　　　　　　　　ピ4％ブ

ユニケに基っ・・いて、rヨ加科学お1～打傷議力ぐ昭手湯女δ・孝

／／転瞬クで＼昭和釦坪蝟疎京でそれぞ

れ猟権さ1托馬身．放馬爾呈に画する情報安捜箸に

ついての言吝含・いが4子われた。

　昭和6－Z孝5肩我が圃の等宙商発三景会は．カナ

勉・三三委．貴会の匹〃掬…フ．マソ委爺を

招くいし．両回φ宇宙二等の礎万一宇宙分野にの痂嗣

三三三下脳・1ごっ、、て会談を4ケっ㍍この会談の緒寒

に墓づ’き、構三女換の窓口叡幾走さ遺、字半商発の

専鷹獅蝋蝋雌ヵ噛られて㌧・る．なお抽ツ

フ」マン委負長は、薦如丁年2恥宇嗣発事栄団

の招侍によリ．うめ2考の訂よげ吉親察するをめ来

冒し任際に、宇宙廟三三負ど再笈懇課しセっ

／ノ）ナーストラリア

　　栽択画は、稲和♂2尋ク月’に才一ストラリ，アと静

　止気象蘭：星・ひまわり」に閃ずる交換公文を痛’給し

　た＿本安檬公文に纂っ・い℃才一ストラソアば1ヨ峯．

の鱒殿姻麟の／っ綻晒し！ヤリに躰は

オー沿ラリアの舗こよ螺漸象等の糊酬

　　　　　　　　　　（4伊）

飾
ギ



壕

を行い観測デーダ：二瀬・齢するこど1でなっている。

（2）　回際：撰下等・ピの協力

　　国際機蘭を通じた廟ガぱ．主どして．三際蓮三三室

　三二和利用委員灸の賜謹中心（展回してきでおり、矯

　枝術応用計画の実滝箸の渚三夏び世界勇像三三（レレ〃0）・

’．回際電気（塗イ菖煙管・（∫rの、国際民画撚：劉三三（∫6綱

政府河海第砺叢按肉（τ〃乙の・等の専ブ三三における

　二一動ぼ野趣的に参カ回してきている。

　　二半回向乎和利用委負会ば、総会のもどに／9‘9年

．で譲還さ取、宇宙室阿の探査浸び平和利用に閃する画際

　間ρ技術的、法律的諮煎題の基本四則、宇笛閥溢め利益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
蒔し儲する勧回繍箸｛回し・て徽綱．

叙轍勧叡蘇耕っている。この三会には・禰

葎小委員会と科塗枝獅1・三会が常ぢ恥・派し＼る．

　漬葎・ト委当会でぱ．こ・｝てまで宇三三櫓ばじ三三躰

模蒔1杓∵救：耽返還協走　聲録条麹め案文苫年成してき仁・

黙諜∵工藁∵黎頁lf謬茎∵’｛

モ．マゼン潟グ欲欄旧び宇厳離襲家に・

　　　　　　　　　　　ζぷ・o）

いて挨討が違われた。

科報醐・頽会では、亨冨卿？用、國際計画構

薄衣揆．教零墨紅筆’最途上圃へめ宇密組打応用の

椎単層の字雷玉章に肉する技術’上の諮問題箸を検討し、

宇宙空i三瓶：和’利用1委貴会・にで寸して歓告左行っている。

　昭和52年2唐1（師・れた牙／4会期て・ぱ、主にリ

毛，トゼンシングの黒蜜．厨房i塗上仁平肋’めだめの：宇

宙応甫計画三連の縮会議皮び原幼4纏）でついて

蓄議された。

　また、毎年胡弾く賄か航る宇宙室連呼和矛1用委忍

会でぱ．両小蓼員会の報岩書が倹討されることになつ了

ている．

　藏力ぐ国でぽ．このような国曝露ξ｝におげる活動遍う

げ、翠黛政献拠嫁して磁意勺幡菰比し

ている。蜘で黙読和33坪2琳圃猛されだ’ ﾈ剃嫡
、ト類紺が会轍びこ脚で鰭き継さ・瞳法葎バ・

悪善楽才／ク会期においては．・ノ蛭原初ゴ衛星コズ毛

次粥4の力汐・へ組下耕に聾して源手力爾星

媛斜生滴題が取回げら糠．栽咽としてぱ、

ぐ飴／ブ



7

三会K：おげる象参両院の本杵1℃ついて。決議寿をも踏ま

えて、本周回の圃際的’磁｝カのもど1て：三期三三豪される

よう績：三三マな努が趣払っ1三。

　一方．．回際的にこのよう査事態γこ吋辺1するため．い

わゆる　「三密三下旧約’」．　「ボ鋤返∫遷・三三」浸ぴf登

蠣釘」備辮3納鰯が聯N回は紐～

未相盟でおる。このだめ、三三ぐ画ピしては＼照和多ク

葬ぶ耳｝で宇蕾蘭二三貴会ト爪茅三二／永条三二別部会査設

についてと1りまとめた「宇宙肉’イ禾兼孝勺め三下に「当たっ

て必要な二丁沃駄平する基本事頑につ㍉・て」と潜

る纏・三三繍三つ、・て準轍1
めてきたカぐ．さらに、一三掌；伎指庁どしてぱ♂3与女胃

に穿宙飼1像条釣回内橘置番議室を設置し、鋭怠三下墓

進めている。

（ζ安）

β）虎繕塗：よ：謹ヒの翫カ

　　ノ974算Z月、東京におUこ「赦喬爾矯豊放送シス

払に謝すゐ饒ペネル会畿玄飼」凱動フェ域内

翻蝋戯に輔繍の熟計齪訴願・国動郷
　鮎漁早嶽剰函薄々会の浮動に董載レセ・ま勘ノ9ク3

夢獅汐芋雪風痢翻榔蕨に衡皇恩屠に函するフ

ゴコ＿シップ左髭註し、六扇協力長行つZ芸セ・

　まセ．ノ97身躯9肩、函際電転貸彦髭合（コ：TU）

の馨謙纏づし、てr／2e月滞にお1櫛アジア膚ゼ

プニア逝域斑髭籍墓t三三ナでユ在東畑におし｝Zプジプ・

舵：f瑠諦脅の齢繍秦対象に肉戯し・放送辮垂桑務

lOうdての年無蓬厭のゐ機会些譲許しセ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　／9フβ皐ノ再がら細ノカ月両ねめ老リエズカ》フ

籔瞬断憲ノ、肋一輪2封レ、り毛一ト・ヒンシングデし一57の

解厨捜飾罫紹イトぴ　髪謬翻意σ）機会吏髭疎しセ・

　気爺外野に診しほぱ、ノタ？8年〃冒，函髭ヒ世）恭

受糸澱粛（Wκ0）Z義が薗の知崖により「気象質重…終

雑の和語に蘭すみ蛇域t猟ナっ峯東幽アジア反蚕南面

；1氏罫弟遡或の藷虜老対爺1（旧訳ζ〕て強権すみ：2どZ豫っ

て1∴る，，

　　　　　　　　　　　∫々s）


